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１		

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
歴
史
と

	

果
た
し
て
き
た
役
割

　

Ｊ
Ｃ
Ｍ
は
、
本
誌
の
別
稿
に
記
載
の
通

り
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
国
際
労
働
運
動
の
窓
口
と
し

て
結
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
創
生

期
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
1
1
9
年
の
歴
史
は
、
18
世
紀

か
ら
19
世
紀
に
か
け
て
起
っ
た
産
業
革
命
、

工
業
化
の
流
れ
と
と
も
に
あ
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ

の
歴
史
と
運
動
は
、
創
生
期
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
、
そ
の
思
い
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

1
8
9
3
年
８
月
11

－
14
日
、
労
働
者

６
万
人
を
代
表
す
る
欧
米
の
８
个
国
か
ら

30
人
が
参
加
し
、
第
１
回
国
際
金
属
労
働

者
大
会
が
ス
イ
ス
の
チ
ュ
ー
リ
ヒ
で
開
催

さ
れ
た
。
彼
ら
の
発
し
た
「
万
国
の
金
属

労
働
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル
」
に
は
、「
労
働
者

階
級
の
子
弟
が
、
最
初
か
ら
物
乞
い
や
、

な
ら
ず
者
だ
と
ひ
ん
し
ゅ
く
を
買
い
、
一

方
で
金
持
ち
の
子
弟
ら
が
生
ま
れ
な
が
ら

に
富
裕
層
の
後
継
者
と
さ
れ
る
の
は
正
当

な
の
か
？ 

こ
の
格
差
ひ
と
つ
だ
け
で
も
、

労
働
者
階
級
を
覚
醒
さ
せ
、
こ
の
屈
辱
的

な
束
縛
か
ら
自
ら
を
解
き
放
つ
べ
く
立
ち

上
が
ら
せ
、天
与
の
人
権
の
た
め
に
闘
う

勇
気
に
火
を
つ
け
る
の
だ
」「
機
械
を
生
産

す
る
諸
君
た
ち
労
働
者
が
、
年
々
、
失
業

者
の
群
れ
に
加
わ
り
、
失
業
の
故
に
現
役

労
働
者
を
低
賃
金
の
犠
牲
に
直
面
さ
せ
て

い
る
状
況
が
あ
る
。
諸
君
こ
そ
労
働
組
合

組
織
の
前
進
を
主
導
す
る
、
偉
大
に
し
て

神
聖
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
！ 
同
志
諸

君
、
諸
君
の
子
弟
が
父
親
の
行
動
を
、
誇

り
を
持
っ
て
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
自
由
で
断
固
た
る
行
動
を
と
ろ
う
で

は
な
い
か
！ 

合
言
葉
は 

＂
前
へ
、
さ
ら
に

前
へ
！
＂で
あ
る
。
組
織
を
拡
大
し
よ
う
！

組
織
は
力
な
の
だ
！
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
こ
の
年
を
も
っ
て
結
成
の
年

と
し
、
当
時
の
深
刻
な
労
働
争
議
、
ス
ト

ラ
イ
キ
、
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
に
対
応
し

国
際
金
属
労
連︵
Ｉ
Ｍ
Ｆ
︶か
ら

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
へ

て
、
早
く
も
国
際
連
帯
基
金
を
設
置
し
て

い
た
。

　

1
9
0
0
年
、
パ
リ
で
開
い
た
第
３
回

大
会
で
は
、「
情
報
交
換
」、「
８
時
間
労
働

制
の
確
立
」、「
組
織
化
支
援
」、「
国
境
を
越

え
て
事
業
展
開
し
、
ま
た
は
ロ
ッ
ク
ア
ウ

ト
で
脅
迫
す
る
使
用
者
に
対
し
て
採
る
べ

き
超
国
家
的
な
産
業
行
動
そ
の
他
の
措
置
、

連
帯
基
金
、
ス
ト
破
り
対
策
」、「
労
働
条

件
の
上
位
平
準
化
」、「
若
年
労
働
者
の
職

業
訓
練
と
擁
護
」、「
不
公
正
な
生
産
・
労

働
慣
行
の
公
表
」
と
い
っ
た
議
題
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。
労
働
者
や
職
場
に
根
差

し
た
労
働
運
動
の
根
幹
は
今
日
で
も
何
ら

変
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
1
9
0
4

年
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
開
催
し
た
第
４

回
大
会
に
お
い
て
、
組
織
の
名
称
を
「
国

際
金
属
労
連
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）」
と
し
、
運
動
の

拡
大
と
強
化
を
図
っ
て
き
た
。

　

1
9
5
7
年
に
は
、
東
京
事
務
所
（
瀬

戸
一
郎
所
長
）が
開
設
さ
れ
、
７
年
に
及
ぶ

オ
ル
グ
活
動
を
経
て
、1
9
6
4
年
５
月
16

日
、
既
存
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
４
団
体

の
枠
を
超
え
て
Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
協
議
会
（
Ｊ

Ｃ
）
が
結
成
さ
れ
、
同
年
11
月
の
第
20
回

Ｉ
Ｍ
Ｆ
ウ
ィ
ー
ン
大
会
で
、
日
本
の
一
括
加

盟
が
承
認
さ
れ
た
。
1
9
8
5
年
に
は
ア
ジ

 

Ｊ
Ｃ
Ｍ
事
務
局
長  

若
松 

英
幸
／
Ｊ
Ｃ
Ｍ
国
際
局

国
際
活
動

ＩＭＦの起源を描いた絵画（1899年）
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年の歴史から新たな出発

ア
太
平
洋
地
域
で
初
と
な
る
第
26
回
Ｉ
Ｍ

Ｆ
世
界
大
会
が
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
。

　
「
底
辺
へ
の
競
争
」「
不
安
定
雇
用
」「
社

会
格
差
」
な
ど
に
対
抗
し
、
労
働
運
動
が

取
り
組
む
べ
き
グ
ロ
ー
バ
ル
な
挑
戦
は
、
ま

さ
に
「
一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
い
」。
ボ

ー
ダ
レ
ス
に
資
本
が
移
動
す
る
と
き
、
労

働
組
合
も
ボ
ー
ダ
レ
ス
に
対
応
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
も
は
や
国
内
完
結
型
、
企
業
内

完
結
型
の
労
働
運
動
で
は
お
さ
ま
ら
な
い
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
労
働
者
の
団
結
権
を
は
じ
め

と
す
る
中
核
的
労
働
基
準
の
確
立
や
、
労

働
時
間
短
縮
、
自
由
貿
易
協
定
へ
の
対
応

な
ど
、
多
く
の
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

２	

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
結
成
と
、

	

Ｉ
Ｍ
Ｆ

－

Ｊ
Ｃ
の
英
文
略
称
を

	

Ｊ
Ｃ
Ｍ
へ

　

2
0
1
2
年
6
月
、コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に

お
い
て
世
界
1
4
0
カ
国
5
0
0
0
万
人

の
労
働
者
を
結
集
し
た
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ

ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ

ニ
オ
ン
（IndustriA

LL 
Global U

nion

、
以
下

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
）
の
結
成
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ（
国
際
金
属
労

連
）
と
、
化
学
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｍ
、
繊

維
の
Ｉ
Ｔ
Ｇ
Ｌ
Ｗ
Ｆ
と

い
う
製
造
３
Ｇ
Ｕ
Ｆ
が

統
合
し
て
結
成
さ
れ

た
組
織
で
あ
る
。
結
成

大
会
に
は
、
1
0
9

カ
国
・
3
5
4
組
織
か

ら
1
0
4
6
人
が
出

席
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－

Ｊ
Ｃ
か

ら
も
87
名
が
参
加
し
、

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

策
定
、
ベ
ル
ト
ホ
ル
ト
・
フ
ー
バ
ー
会
長
、

ユ
ル
キ
・
ラ
イ
ナ
書
記
長
を
は
じ
め
と
す

る
役
員
選
出
、
新
組
織
名
や
ロ
ゴ
マ
ー
ク

な
ど
を
決
定
し
た
。
金
属
労
協
も
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
オ
ー
ル
結
成
に
あ
わ
せ
て
、
2
0

1
2
年
9
月
開
催
の
第
51
回
定
期
大
会
で
、

英
文
略
称
を
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ

－

Ｊ
Ｃ
」
か
ら
「
Ｊ

Ｃ
Ｍ
」
に
変
更
し
た
。

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
結
成
か
ら
２

年
が
経
過
し
た
が
、
大
会
で
確
認
し
た
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
も
と
づ
き
、
３
Ｇ
Ｕ
Ｆ

の
力
を
結
集
さ
せ
、
組
織
化
、
労
働
組
合

権
の
構
築
、
労
働
者
の
生
活
と
権
利
の
向

上
な
ど
の
諸
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
し
か
し
こ
の
２
年
と
い
う
短
い

期
間
に
も
、
2
0
1
3
年
４
月
に
は
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
で
違
法
建
築
の
ラ
ナ
・
プ
ラ
ザ
衣

料
工
場
が
倒
壊
し
、
1
0
0
0
名
以
上
の

労
働
者
が
死
亡
、
ま
た
2
0
1
4
年
５
月

に
は
ト
ル
コ
の
鉱
山
災
害
で
3
0
0
名
以

上
の
労
働
者
が
死
亡
す
る
な
ど
、
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
オ
ー
ル
が
「
産
業
殺
人
」
と
呼
ぶ

甚
大
な
事
故
が
発
生
し
、
労
働
者
は
厳
し

い
環
境
下
に
お
か
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
の
事
故
に
際
し
て
は
組
織
統
合
の
力

を
発
揮
し
、
他
の
Ｇ
Ｕ
Ｆ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
連

携
し
て
、
ア
パ
レ
ル
ブ
ラ
ン
ド
お
よ
び
小
売

業
者
1
7
3
社
と
「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に

お
け
る
火
災
予
防
お
よ
び
建
築
物
の
安
全

に
関
わ
る
協
定
」
を
締
結
し
、
労
働
組
合

と
の
間
に
拘
束
力
の
あ
る
合
意
を
導
入
さ

せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
お
り
、
さ
ら
に
最
低
賃
金
や
組
織
化
、

犠
牲
者
へ
の
補
償
金
支
払
い
に
も
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
重
要
課
題
の

ひ
と
つ
で
あ
る
組
織
化
・
組
合
の
力
の
強

化
に
も
、こ
の
２
年
間
、力
を
注
い
で
お
り
、

Ｊ
Ｃ
Ｍ
で
も
企
業
に
よ
る
基
本
的
労
働
権

の
侵
害
に
対
し
て
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
の
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
対
応
し

て
、
当
該
労
組
へ
の
支
援
書
簡
送
付
、
使

用
者
へ
の
抗
議
文
送
付
、
駐
日
本
大
使
館

へ
の
抗
議
行
動
な
ど
を
展
開
し
、
支
援
活

動
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
枠

組
み
協
定
（
Ｇ
Ｆ
Ａ
）の
締
結
も
推
進
し
て

お
り
、
各
地
域
の
代
表
で
構
成
す
る
Ｇ
Ｆ
Ａ

に
関
す
る
作
業
部
会
を
設
置
し
て
、「
Ｇ
Ｆ

Ａ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
中
で
あ
る
。
Ｊ

Ｃ
Ｍ
で
も
日
系
多
国
籍
企
業（
Ｍ
Ｎ
Ｃ
）の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

現
在
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
、
結
成
大

会
で
採
択
し
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
更

に
次
の
５
つ
の
項
目
に
整
理
し
、
2
0
1
6

年
開
催
の
第
２
回
世
界
大
会
に
向
け
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
2
0
1
4
年
度
に

開
催
さ
れ
る
各
地
域
大
会
で
も
、
左
記
基

本
戦
略
に
基
づ
い
て
議
論
を
展
開
さ
せ
て

い
る
。

 （
１
） 

全
世
界
に
お
け
る
組
合
の
成
長
の

 
 

構
築

2012年 6月　IndustriALL 結成世界大会
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 （
２
）	

グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
へ
の
対
抗

 （
３
）	

労
働
者
の
権
利
の
擁
護

 （
４
）	

不
安
定
雇
用
と
の
闘
い

 （
５
）	

持
続
可
能
な
産
業
関
連
雇
用
の

		


確
保

３	

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の

	

取
り
組
み

　

Ｊ
Ｃ
Ｍ
の
西
原
議
長
は
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
議
長
と
し

て
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
執
行
委
員
会
を

年
２
回
開
催
す
る
と
と
も
に
、
地
域
機
構

の
枠
組
み
作
り
や
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

女
性
委
員
会
の
設
置
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
て
お
り
、
今
年
５
月
に
は
タ
イ
・
バ
ン

コ
ク
で
初
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
大
会
を

開
催
し
た
。
会
議
に
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
の
20
カ
国
か
ら
1
6
6
名
（
う
ち
女
性

55
名
）が
参
加
し
、
前
述
の
５
つ
の
基
本
戦

略
に
基
づ
い
て
議
論
を
展
開
、2
0
1
6

年
の
第
２
回
世
界
大
会
に
向
け
て
、
地
域

に
お
け
る
取
り
組
み
の
優
先
課
題
と
し
て

「
組
合
の
力
の
構
築
と
組
織
化
努
力
の
拡

大
」「
Ｇ
Ｆ
Ａ
、
組
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
共

同
行
動
の
強
化
を
含
ん
だ
グ
ロ
ー
バ
ル
資

本
へ
の
対
応
」「
労
働
者
の
権
利
擁
護
」「
不

安
定
雇
用
と
の
闘
い
」「
持
続
可
能
な
産
業

関
連
雇
用
の
確
保
」「
女
性
の
参
画
と
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化
」「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ

ー
ル
の
組
織
構
造
が
、
各
組
織
、
地
域
の

多
様
性
を
真
に
代
表
す
る
」
の
７
つ
を
設

２
回
世
界
大
会
で
は
、
統
一
し
た
加
盟
費
、

執
行
委
員
の
暫
定
60
名
か
ら
の
40
名
へ
の

削
減
、
女
性
参
画
の
更
な
る
推
進
な
ど
、

規
約
の
討
議
と
改
定
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
財
政
は
、2
 0 

1
3
年
末
に
Ｉ
Ｔ
Ｇ
Ｌ
Ｗ
Ｆ
が
正
式
に
解

散
し
て
、2
0
1
4
年
度
か
ら
イ
ン
ダ
ス

ト
リ
オ
ー
ル
の
会
計
に
組
み
込
ま
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
初
め
て
組
織

の
財
政
状
況
が
明
ら
か
に
な
る
。
今
年
６

月
に
開
催
し
た
財
政
委
員
会
で
は
、
今
後

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
活
動
を
担
保
す

る
た
め
に
は
年
間
1
5
0
0
万
ス
イ
ス
フ

ラ
ン
の
加
盟
費
収
入
が
必
要
だ
と
の
報
告

が
会
計
監
査
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の

加
盟
費
収
入
を
担
保
す
る
た
め
に
、
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
本
部
は
加
盟
組
織
の
組

合
員
数
を
調
査
し
、
新
加
盟
費
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
今
年
12
月
の
執
行
委
員

会
に
提
案
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

2
0
1
6
年
ま
で
は
、
旧
３
Ｇ
Ｕ
Ｆ
が

そ
れ
ぞ
れ
の
加
盟
費
を
納
め
る
事
で
合
意

さ
れ
て
お
り
、
旧
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
加
盟
費
は
、

オ
フ
ィ
ス
賃
貸
料
な
ど
相
当
な
資
産
収
入

が
あ
る
こ
と
か
ら
、１
人
当
た
り
1
・
1

Ｃ
Ｈ
Ｆ（
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
）と
３
組
織
の
中

で
一
番
低
い
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
新
加

盟
費
の
設
定
に
向
け
て
、
全
加
盟
組
織
か

ら
加
盟
費
徴
収
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
、
組

織
機
構
の
簡
素
化
、
活
動
の
効
率
化
等
に

焦
点
を
あ
て
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
実

定
し
た
。
ま
た
、
同
時
開
催
さ
れ
た
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
女
性
会
議
で
は
、
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
オ
ー
ル
に
お
け
る
女
性
参
画
を
更

に
推
進
し
、
す
べ
て
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ

ー
ル
の
活
動
に
お
い
て
、
最
低
40
％
の
女

性
代
表
と
い
う
割
り
当
て
を
設
け
る
よ
う
、

規
約
の
改
正
を
求
め
る
「
女
性
に
関
す
る

決
議
」
も
採
択
さ
れ
た
。

　

女
性
参
画
に
関
し
て
Ｊ
Ｃ
Ｍ
で
は
、
旧

Ｉ
Ｍ
Ｆ
で
執
行
委
員
や
機
関
会
議
へ
の
女

性
参
画
20
％
が
規
約
で
制
定
さ
れ
た
以
降
、

こ
の
目
標
値
を
達
成
す
べ
く
2
0
1
0
年 

に
「
女
性
参
画
中
期
目
標
・
行
動
計
画
」

を
策
定
し
、
常
任
幹
事
へ
の
初
の
女
性
選

出
、
諸
活
動
へ
の
女
性
参
加
を
女
性
組
合

員
比
率
ま
で
高
め
る
こ
と
、
国
際
会
議
へ

の
女
性
参
画
20
％
達
成
な
ど
に
取
り
組
み
、

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
た
。
今
後
も
、

現
在
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
規
約
に
制

定
さ
れ
た
女
性
参
画
30
％
達
成
を
目
指
し

て
、2
0
1
4
年
7
月
に
策
定
し
た
「
第

２
次
女
性
参
画
中
期
目
標
・
行
動
計
画
」

に
も
と
づ
き
、
計
画
的
に
女
性
参
画
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

４	

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の

	

課
題

　

第
２
回
世
界
大
会
が
開
催
さ
れ
る
2
 0 

1
6
年
ま
で
は
、
組
織
統
合
の
移
行
期
間

と
し
て
、
組
織
運
営
や
会
費
な
ど
が
「
政

治
的
合
意
」
で
決
め
ら
れ
て
い
る
が
、
第

行
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
遂
行
等
の
必
要
な
活

動
費
を
如
何
に
担
保
で
き
る
か
、
重
要
な

議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本

等
の
加
盟
組
織
に
と
っ
て
、
現
在
ス
イ
ス

フ
ラ
ン
の
為
替
相
場
が
大
き
な
負
担
と
な

っ
て
お
り
、
数
年
前
よ
り
加
盟
費
納
入
額

が
40
％
増
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問

題
の
解
決
策
も
今
後
議
論
さ
れ
る
べ
き
課

題
で
あ
る
。

　

女
性
参
画
に
つ
い
て
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
・
カ
リ
ブ
海
地
域
の
加
盟
組
織
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
加
盟
組
織
を
中
心
に
、

更
な
る
参
画
の
推
進
、
規
約
の
改
正
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
く

の
加
盟
組
織
で
は
現
行
の
女
性
参
画
30
％

も
達
成
さ
れ
て
い
な
い
状
況
下
で
、
規
約

改
定
は
時
期
尚
早
と
の
意
見
も
欧
米
の
組

織
か
ら
出
さ
れ
て
お
り
、
加
盟
組
織
の
女

性
参
画
の
実
態
調
査
、
評
価
を
経
た
う
え

で
の
議
論
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
執
行
委
員
数
は
結
成
大
会
で
40 

名
と
規
約
で
制
定
さ
れ
、
2
0
1
6
年
ま

で
は
移
行
措
置
と
し
て
60
名
と
す
る
と
確

認
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
・
カ
リ
ブ
海
地
域
か
ら
は
執
行
委
員

数
を
最
低
60
名
と
す
る
、
と
の
規
約
改
定

案
が
地
域
大
会
で
出
さ
れ
た
こ
と
も
懸
念

さ
れ
る
。
民
主
的
で
活
発
な
議
論
が
出
来

る
執
行
委
員
数
、
公
平
な
執
行
委
員
の
割

り
当
て
、
財
政
面
で
の
効
率
的
な
運
営
な

ど
、
2
0
1
6
年
の
第
２
回
世
界
大
会
に
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年の歴史から新たな出発

向
け
て
、
新
執
行
部
体
制
に
つ
い
て
も
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

５	
日
本
国
内
の
加
盟
組
織
の

	
取
り
組
み
と
課
題

	　
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
日
本
加
盟
組

織
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・

Ｊ
Ａ
Ｆ
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
の
３
組
織
で
あ

る
。
2
0
1
2
年
の
組
織
統
合
以
降
、
定

期
的
に
３
組
織
の
事
務
局
連
絡
会
議
や
ト

ッ
プ
懇
談
会
を
開
催
し
、
今
年
４
月
か
ら

は
週
１
日
（
当
初
２
日
）、
３
組
織
の
代
表

が
同
じ
場
所
で
勤
務
を
し
、
情
報
交
換
等

を
行
う
と
い
う
実
験
的
な
取
り
組
み
も
実

施
し
、
国
際
窓
口
統
一
に
向
け
た
象
徴
的

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
既
に
、
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
国
際
会
議
で
の
日
本

発
言
の
事
前
調
整
、
イ
ン
ダ
ス
オ
リ
オ
ー

ル
関
連
の
翻
訳
の
分
担
に
よ
る
経
費
削
減

な
ど
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
も
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
／
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
イ
ン
ド

等
で
は
既
に
３
組
織
が
一
緒
に
な
り
、
国

別
協
議
会
が
設
置
さ
れ
て
き
て
お
り
、
日

本
で
も
第
２
回
世
界
大
会
に
向
け
て
、
更

に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
取
り
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
日
本
加
盟
組
織
は
活
動
の
形

態
が
大
き
く
異
な
る
と
い
っ
た
背
景
も
あ

る
が
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
結
成
の
意

義
や
、
そ
の
成
果
を
確
実
な
も
の
に
す
る

合
い
重
視
の
建
設
的
な
労
使
関
係
構
築
な

ど
、
日
本
の
労
使
に
求
め
ら
れ
て
い
る
課

題
は
多
い
。

　

Ｊ
Ｃ
Ｍ
が
海
外
労
使
紛
争
の
未
然
防

止
、
海
外
日
系
企
業
に
お
け
る
健
全
な
労

使
関
係
の
構
築
に
本
格
的
に
取
り
組
み
始

め
た
き
っ
か
け
は
、
1
9
9
7
年
の
Ｉ
Ｍ

Ｆ
世
界
大
会
に
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
れ
ま
で

も
海
外
の
日
系
企
業
で
労
使
紛
争
が
起
こ

り
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
支
援
を
す
る
こ

と
は
珍
し
く
な
か
っ
た
が
、こ
の
世
界
大

会
で
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、Ｉ
Ｌ
Ｏ（
国
際
労
働
機
関
）

の
４
つ
の
中
核
的
労
働
基
準
（
団
結
権
・

結
社
の
自
由
、
強
制
労
働
の
禁
止
、
児
童

労
働
の
廃
止
、差
別
の
撤
廃
）
に
つ
い
て
、

多
国
籍
企
業
と
労
働
組
合
が
世
界
中
の
事

業
拠
点
で
遵
守
し
て
い
く
こ
と
を
約
束
す

る
「
企
業
行
動
規
範
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＝Code of 

Conduct

」に
取
り
組
む
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
方
針
に
基
づ
き
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
は

２
度
に
わ
た
っ
て
、
中
核
的
労
働
基
準
遵

守
に
関
す
る
Ｃ
Ｏ
Ｃ
（
そ
の
後
Ｉ
Ｍ
Ｆ
で

は
、
国
際
枠
組
み
協
約
Ｉ
Ｆ
Ａ
＝Inter-

-national Fram
ew

ork A
greem

ent

に
改

称
）
締
結
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
が
、

残
念
な
が
ら
締
結
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

Ｉ
Ｆ
Ａ
締
結
の
難
航
を
受
け
て
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ

で
は
引
き
続
き
締
結
を
め
ざ
し
つ
つ
も
、

現
在
は
、
日
本
企
業
の
中
核
的
労
働
基
準

遵
守
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｉ
Ｆ

Ａ
締
結
と
同
様
の
実
を
あ
げ
る
よ
う
、
啓

発
活
動
を
強
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
後

述
す
る
「
建
設
的
な
労
使
関
係
構
築
に
向

け
た
国
内
労
使
セ
ミ
ナ
ー
」「
海
外
労
使

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
な
ど
の
取
り
組
み
が
、

そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
2
0
0
9
年
に
採

択
さ
れ
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
基
づ
き
、
日
系
企
業
の
労
働
組
合

の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

に
も
着
手
し
て
き
た
。

　

団
結
権
や
団
体
交
渉
権
、
団
体
行
動

権
（
争
議
権
）
の
労
働
三
権
は
労
働
者
に

与
え
ら
れ
る
べ
き
権
利
で
あ
り
、
こ
れ
ら

を
背
景
に
し
て
賃
金
・
福
利
厚
生
な
ど
の

労
働
諸
条
件
を
め
ぐ
る
労
使
交
渉
を
す
る

こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
特
に
問
題

た
め
に
も
、
ま
た
日
本
の
影
響
力
、
発
言

力
を
強
化
す
る
観
点
か
ら
も
、
日
本
協
議

会
設
置
に
向
け
た
議
論
が
行
わ
れ
る
段
階

に
き
て
い
る
。

６	

ア
ジ
ア
地
域
の
労
働
運
動
が

	

直
面
す
る
課
題

	　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と
と
も
に
、
日

系
企
業
の
海
外
労
使
紛
争
も
頻
発
し
て
い

る
。
労
働
組
合
の
認
証
選
挙
を
め
ぐ
っ
て

経
営
側
が
介
入
し
、
組
合
指
導
者
の
解
雇

と
労
働
争
議
に
発
展
、
数
年
に
及
ぶ
法
廷

闘
争
に
至
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
や
、
現
場
の

ラ
イ
ン
作
業
を
立
ち
作
業
に
変
更
し
よ
う

と
し
て
労
働
争
議
に
入
っ
た
ケ
ー
ス
、
国

自
体
が
国
際
法
に
準
拠
し
な
い
政
策
で
、

産
業
横
断
的
な
労
働
組
合
結
成
を
認
め
ず

長
期
紛
争
に
入
る
ケ
ー
ス
な
ど
、
様
々
な

要
因
で
争
議
は
発
生
し
て
い
る
。
労
使
紛

争
が
発
生
し
長
期
化
す
れ
ば
、
工
場
の
操

業
停
止
や
賃
金
の
不
支
給
な
ど
、
労
使
双

方
が
甚
大
な
損
害
を
被
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
親
企
業
で
あ
る
日
本
企
業
の
本
社
に

も
抗
議
行
動
の
矛
先
が
向
け
ら
れ
、
国
際

世
論
の
非
難
を
浴
び
る
こ
と
も
あ
る
。
一

方
、
こ
れ
ら
の
紛
争
を
未
然
に
、
も
し
く

は
早
期
に
ウ
ォ
ッ
チ
し
、
労
使
双
方
の
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
て
解
決
に
導
い
た
ケ

ー
ス
も
多
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に

進
展
す
る
中
で
、
新
興
国
労
働
組
合
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
を
支
援
す
る
こ
と
や
、
話
し
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と
な
る
の
は
中
核
的
労
働
基
準
に
関
わ
る

労
使
紛
争
、
と
り
わ
け
団
結
権
・
結
社
の

自
由
に
関
わ
る
労
使
紛
争
で
あ
る
。
労
働

組
合
の
結
成
や
ス
ト
に
際
し
て
、
会
社
側

が
従
業
員
や
労
働
組
合
指
導
者
を
安
易
に

解
雇
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
こ
れ

は
団
結
権
の
侵
害
に
あ
た
り
、
た
と
え
現

地
の
国
内
法
で
許
容
さ
れ
て
い
た
と
し
て

も
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
中
核
的
労
働
基
準
違
反
と

し
て
、
企
業
が
国
際
的
な
批
判
に
さ
ら
さ

れ
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
と
し

て
も
、団
結
権
を
守
り
、従
業
員
、組
合
員
、

組
合
指
導
者
の
雇
用
と
生
活
を
守
る
た
め
、

解
決
に
力
を
注
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
状

況
と
な
っ
て
く
る
。

７	

海
外
労
使
紛
争
の

	

多
様
な
要
因

	　
日
系
企
業
の
労
使
紛
争
は
、
そ
れ
ぞ
れ

様
々
な
事
情
か
ら
発
生
し
て
い
る
。

　

第
一
は
、
労
働
組
合
結
成
に
関
わ
る
紛

争
で
あ
る
。
従
業
員
が
労
働
組
合
を
結
成

す
る
時
や
、
産
業
別
組
合
が
当
該
企
業
を

組
織
化
し
よ
う
と
し
た
時
に
紛
争
が
起
き

や
す
い
。
労
働
組
合
結
成
の
要
件
は
国
に

よ
っ
て
様
々
だ
が
、
一
般
的
に
日
本
よ
り

も
か
な
り
厳
し
く
、
手
続
き
に
時
間
が
か

か
る
。
例
え
ば
従
業
員
の
何
割
か
の
名
簿

を
公
的
機
関
に
提
出
し
、
そ
の
後
、
従
業

員
の
過
半
数
に
よ
る
認
証
選
挙
を
必
要
と

す
る
な
ど
と
い
う
の
が
、
よ
く
あ
る
例
で

あ
る
。こ
う
し
た
場
合
、会
社
側
が
介
入
し
、

名
簿
に
載
っ
て
い
る
従
業
員
に
い
や
が
ら

せ
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
引
き
抜
き
な
ど

の
妨
害
工
作
を
や
り
や
す
い
状
況
に
あ
る
。

名
簿
に
載
っ
て
い
な
い
従
業
員
に
対
し
て
、

「
組
合
に
入
る
と
昇
進
で
き
な
い
」
な
ど
の

脅
し
や
懐
柔
を
行
っ
た
り
す
る
。

　

第
二
の
パ
タ
ー
ン
は
、
雇
用
の
維
持
や

労
働
条
件
交
渉
に
関
わ
る
紛
争
で
あ
る
。

賃
金
・
労
働
条
件
の
引
き
下
げ
や
、
人
員

整
理
、
工
場
閉
鎖
と
い
っ
た
従
業
員
、
組

合
員
に
と
っ
て
不
利
益
と
な
る
施
策
が
行

わ
れ
る
場
合
に
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
ト

ラ
ブ
ル
に
な
り
や
す
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
む
と
、
一
旦
進
出
し
た
と
こ
ろ
で
も
、

他
の
国
に
比
べ
て
競
争
条
件
が
悪
化
す
る

と
い
う
の
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
新
任
の
日
本
人
経
営
者
が
、
単
に
そ

れ
ま
で
の
人
事
労
務
管
理
を
甘
い
と
考
え

て
、
賃
金
・
労
働
条
件
の
引
き
下
げ
や
労

働
強
化
を
行
う
場
合
も
あ
る
。

　

第
三
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
は
、
労
働
組

合
指
導
者
へ
の
迫
害
が
あ
る
。
組
合
指
導

者
が
何
者
か
に
脅
迫
や
暴
行
を
受
け
た
り
、

ひ
ど
い
場
合
に
は
殺
害
さ
れ
て
し
ま
う
場

合
で
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
犯
罪
行
為

な
の
で
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
と
し
て

も
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
な
ど
の
国
際
機
関
と
連
携
し

て
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

組
合
結
成
や
賃
金
・
労
働
条
件
引
き
下

げ
、
そ
れ
ら
を
き
っ
か
け
と
し
た
組
合
員

や
組
合
指
導
者
の
解
雇
は
、
労
使
紛
争
発

生
の
直
接
の
原
因
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
至

る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
背
景
が
あ
る
。

　

日
本
企
業
で
は
、
生
産
管
理
や
経
理
の

専
門
家
が
責
任
者
と
し
て
赴
任
す
る
ケ
ー

ス
が
多
く
、
人
事
や
労
務
に
不
慣
れ
な
ケ

ー
ス
も
増
え
つ
つ
あ
る
。
そ
う
し
た
場
合
、

人
事
労
務
管
理
に
自
信
が
な
い
の
で
、
現

地
の
人
事
労
務
担
当
者
に
任
せ
切
り
に
し

た
り
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
弁
護
士
の
言

い
な
り
に
な
っ
た
り
し
が
ち
で
あ
る
。
現

地
の
人
事
労
務
担
当
者
が
健
全
な
労
使
関

係
構
築
に
心
を
砕
い
て
い
れ
ば
よ
い
が
、

組
合
つ
ぶ
し
や
人
件
費
抑
制
を
自
分
の
功

績
に
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
労
使
関
係
は
一

気
に
険
悪
な
も
の
と
な
る
。

　

ま
た
、
現
地
の
労
働
組
合
も
発
展
途
上

と
い
う
場
合
も
あ
る
。
会
社
側
の
提
案
に

対
し
て
、
つ
い
感
情
的
に
な
り
、
会
社
の

器
物
破
損
や
、
組
合
員
の
無
理
な
動
員
な

ど
を
行
っ
て
、
会
社
側
の
介
入
を
招
く
こ

と
で
、
紛
争
の
き
っ
か
け
と
な
る
場
合
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
新
興
国
や
発
展
途
上
国

に
は
、
欧
米
の
労
働
組
合
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
事

務
所
を
設
け
、
現
地
の
労
働
組
合
に
対
し

て
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
進
国

の
責
任
と
し
て
、
大
変
重
要
な
活
動
で
あ

り
、
立
派
な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
や
は
り
日
系
企
業
の
行
動
パ
タ
ー
ン
、

思
考
パ
タ
ー
ン
は
、
欧
米
系
企
業
と
異
な

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
の
あ
た
り
が
理
解

で
き
て
い
な
い
と
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

が
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。

　

加
え
て
、
現
地
の
国
内
法
が
、
海
外
か

ら
の
投
資
を
呼
び
込
む
た
め
に
労
働
組
合

の
結
成
や
加
入
、
活
動
に
制
限
を
加
え
た

り
、
中
核
的
労
働
基
準
に
則
し
て
い
な
か

っ
た
り
、
運
用
や
解
釈
が
あ
い
ま
い
だ
っ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
、
労
使
紛
争
の
火

種
に
な
る
場
合
も
あ
る
。

８	

ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た

	

Ｊ
Ｃ
Ｍ
の
主
体
的
な
取
り
組
み

	　
Ｊ
Ｃ
Ｍ
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
に

お
け
る
中
核
組
織
と
し
て
重
要
な
役
割
を

2009年 インドネシアのストライキ現場にて
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担
っ
て
い
る
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の

議
長
と
し
て
も
、運
動
の
実
践
、組
織
拡
大
、

新
興
国
で
の
労
働
運
動
育
成
な
ど
積
極
的

に
推
進
し
て
い
る
。
主
体
的
な
活
動
と
し

て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

●
ア
ジ
ア
金
属
労
組
連
絡
会
議
の
開
催

　

年
１
回
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
が
主
催
し
て
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
の
金
属
労
働
組
合
メ
ン
バ
ー

を
招
集
、
各
国
・
地
域
の
政
治
・
経
済
・

労
働
情
勢
、
直
面
す
る
課
題
、
労
使
紛
争

の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
情
報
交
換
を
行

う
と
と
も
に
、
労
使
紛
争
な
ど
の
問
題
が

あ
る
場
合
は
、
事
態
が
悪
化
す
る
前
に
対

応
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
会
議
に
は
、
中

国
の
金
属
工
会
も
含
め
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
に
未
加
盟
の
組
織
も
招
待
し
て
い

る
が
、
毎
年
顔
を
合
わ
せ
て
議
論
す
る
こ

と
で
、
労
働
組
合
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
組

織
化
、
国
際
連
帯
の
強
化
に
も
寄
与
し
て

い
る
。

●
多
国
籍
企
業
労
組
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

　
構
築

　

企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
に
労
働
組
合

が
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
労
働
組
合

と
し
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
携
が
不
可
欠

で
あ
る
。
中
核
的
労
働
基
準
に
関
わ
る
よ

う
な
労
使
紛
争
を
未
然
に
防
止
し
、
紛
争

の
早
期
解
決
を
図
る
た
め
、
母
国
の
労
働

組
合
と
海
外
拠
点
の
労
働
組
合
と
が
、
日

常
的
に
情
報
交
換
・
意
見
交
換
を
行
う
場

と
し
て
、
多
国
籍
企
業
労
組
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
を
推
進
し
て
い
る
が
、
将
来
的

に
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
グ
ロ
ー

バ
ル
枠
組
協
定（
Ｇ
Ｆ
Ａ
）締
結
を
目
標
と

し
て
い
る
。

●
建
設
的
な
労
使
関
係
構
築
に
向
け
た

　
国
内
労
使
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

年
２
回
、
日
本
国
内
に
お
い
て
、
労
働

組
合
役
員
と
会
社
の
人
事
労
務
担
当
者
を

対
象
に
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、
中
核
的
労

働
基
準
遵
守
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
、

海
外
の
労
働
法
制
、
労
使
関
係
の
実
態
、

労
使
紛
争
の
事
例
紹
介
な
ど
を
行
い
、
日

本
の
労
使
が
果
た
す
べ
き
役
割
の
重
要
性

に
つ
い
て
、
浸
透
を
図
っ
て
い
る
。

●
建
設
的
な
労
使
関
係
構
築
に
向
け
た

　
海
外
労
使
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

　

海
外
で
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｍ
主
催
で
日
系
企
業

の
経
営
者
と
産
別
労
組
リ
ー
ダ
ー
を
対
象

に
、
話
し
合
い
重
視
の
建
設
的
な
労
使
関

係
構
築
を
め
ざ
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や

タ
イ
で
労
使
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

て
い
る
。
労
働
法
や
日
本
の
労
使
関
係
、

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の
運
動
方
針
な
ど

を
紹
介
し
た
う
え
で
、
双
方
の
考
え
や
労

使
関
係
に
お
け
る
問
題
点
を
話
し
合
う
機

会
を
設
け
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の

開
催
地
ブ
カ
シ
地
区
で
は
、
多
発
し
て
い

た
大
規
模
な
ス
ト
ラ
イ
キ
や
工
場
の
操
業

停
止
に
係
わ
る
よ
う
な
デ
モ
、
ス
ィ
ー
ピ

ン
グ
が
こ
の
１
年
間
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
と
の

報
告
が
な
さ
れ
た
。

●
国
際
労
働
運
動
に
対
応
し
た

　
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
の

　
国
際
労
働
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

　

日
本
の
労
働
組
合
役
員
を
対
象
に
、
海

外
で
の
工
場
見
学
や
現
地
労
使
と
の
対
話
、

行
政
機
関
へ
の
訪
問
な
ど
を
行
う
と
と
も

に
、
国
内
で
の
事
前
・
事
後
の
研
修
も
実

施
し
、
国
際
労
働
運
動
に
通
じ
た
労
働
組

合
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

９	
国
際
労
働
運
動
の

	
強
化
に
向
け
て

	　
日
本
の
労
働
組
合
は
企
業
別
労
働
組
合

が
基
盤
に
あ
り
、産
業
別
労
働
組
合（
産
別
）

が
産
業
横
断
的
な
政
策
や
労
働
条
件
向
上

の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
多
く
の
国
が
産

別
を
主
体
と
し
た
組
織
運
営
を
行
っ
て
い

る
の
に
比
し
て
、
企
業
独
自
の
生
産
性
向

上
や
雇
用
の
維
持
な
ど
、
き
め
細
か
な
労

使
協
議
が
出
来
る
反
面
、
社
会
横
断
的
な

課
題
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
労
働
運
動
へ
の
取

り
組
み
は
弱
く
な
り
が
ち
で
あ
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
と
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、い
ま
や
、も
の
づ

く
り
企
業
が
経
営
の
根
幹
に
据
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
基
本
中
の
基
本
で
あ
り
、
労

働
運
動
も
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
を
含
め
た
グ

ロ
ー
バ
ル
な
国
際
連
帯
を
基
本
と
し
た
も

の
と
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、

自
明
の
理
で
あ
る
。
か
つ
て
の
国
際
連
帯

は
、
労
働
組
合
同
士
が
会
っ
て
話
し
を
す

る
こ
と
、
そ
し
て
、
労
働
組
合
へ
の
攻
撃
に

対
し
て
、一
緒
に
な
っ
て
抗
議
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
そ
う
し
た
行
動
が

重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

労
使
対
立
型
・
要
求
型
の
み
の
運
動
か
ら

は
生
活
と
雇
用
の
安
定
は
生
れ
な
い
。

　

進
出
先
の
日
系
企
業
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

に
お
い
て
、
労
使
対
等
の
下
で
交
渉
が
行

わ
れ
、
自
主
的
に
賃
金
・
労
働
条
件
が
決

定
で
き
る
環
境
、
労
使
で
情
報
が
共
有
化

さ
れ
意
思
疎
通
が
図
ら
れ
て
い
る
環
境
、

企
業
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
に
労
使
が

共
に
力
を
発
揮
し
責
任
を
遂
行
す
る
環
境

づ
く
り
が
何
よ
り
大
事
で
あ
る
。
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